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論 文 の 内 容 の 要 旨

･トルコギキョウ(血βねⅢ点き相月肋u皿(Raf.)Sbinners)は世界的に生産が飛聯机こ
伸びている切り花であるが,周年出荷,特に秋から冬に出荷するためには幼苗のロゼット

化が大きな問題となる.このため夜冷育苗,冷房育乱ロゼット苗の低温処理,種子の低

温処理などの方法が開発されているが,依然として品種間のロゼット性の葦異が実用上大

きな問題となっている.

そこで市販品種の中から241･品種を選びロゼット化が問題となる5,6,7月に播種して

ロゼット性の品種分類を行った.さらに分類した品種のなかからロゼット性の異なる13

品種を選びグロースチャンバーで育苗してロセット性の検定を行い,高温期にガラス温皇

(自然日長,温度成り行き)で播種した場合のロゼット性と相関があるかどうか検定した.

一方,最近市販されるようになった品瞳の中にはロゼット性が著しく弱い品種があり,
このような易抽だい性品種の取り扱いが秋から冬にかけて切り花栽培する際,問題となっ

ている.そこで,生長調節物質の利用によって抽だい･開花調節が可能かどうか検討した.

1.ロゼット性は,節間伸長開始後,高所ロゼットを示す個体が見られたことから,正常

伸長株率(%)に1,伸長不良株(高所ロゼット珠)率に0.5,ロゼット株率に0を乗じ

て加えた値を評価抽だい率として求めた.

5月播種の評価抽だい率をム 6月播種の評価抽だい率を皿,7月播種の評価抽だい

率を…nとし,5月播種でもロゼット化したロゼット化しやすい個体の割合を町 5月播

種ではロゼット化しなかったが,6月播種ではロゼット化した個体の割合を易6月播

種ではロゼット化しなかったが,7月播種ではロゼット化した個体の割合を㌢7月播
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種でもロゼットしなかったロゼット化しにくい個体の割合をgとした(拝≒100-ムj≒ノ

ー皿,】乞皿一刀,g=刀).

さらに,附こ1,∬に2/3,アに1/3,gに0を乗じて,それぞれを加えた値をロゼッ

ト指数として重みづけを行った.すなわち,

ロゼット指数芦1γ×1+ズ×2/3+ア×1/3+gXO

=100-(1+皿+月)/3

ロゼット指数は0～100までの値をと･り,ロゼット指数の値が大きいほど高温下でロ

ゼット化しやすい個体の割合が大きいことになる..

ロゼット性の品種分類はロゼット指数を用いてランク付けし,アルファベットで表示

した･すなわち,ロゼット指数か20未満をA,20以上40未満をB,40以上60未満を

C,60以上80未満をD,gO以上をEとした.その結果,A:17,B:35,C:122,D:

56,E:11となった.

2･ガ■ラス温室下で播種時期を変えてロゼット性を検定した痕黒から,ロゼット性の異な

る13品種を選び5つの異なる昼/夜温度条件下(25/15,27.5/17.5,30/20,32.5/22.

5,35/250C,14時間日長,光強度100〟mOlm･2s･l)で育苗し,ロゼット性の品種分類

を行った･その結果,供試13品種のロゼット性はガラス温室(自然日長,畠度成り行き)

より低かったが,グロースチャンバーでのロゼット指数とガラス温室(自然日長,温度

成り行き)のロゼット指数には高い正の相関(r=0.856)が見られた.

3･秋および冬の切り花栽培では主に5,6,7月に播種する･が低温処理前や処琴中に抽だ

いする品種があり,問題となっている.このような易抽だい性品種に対してわい化剤ウ

ニコナゾールを散布し,幼苗の抽だいを抑制しておき,抽だいを希望する･時期にジベレ

リンを散布して抽だいさせることができるかどうか検討した.その結果,供試した2品

種ともウニコナゾール50ppm散布によって幼苗はロゼット状琴を維持し,ジベレリン散

布(GA3100ppm)によって2週間以内に100%亜だいした.一方,低温処理によっても

幼苗のロゼットは打破されることが知られている■が,ウニコナゾール処理でロゼット化

した鱒苗では低温処理の効果は認められなかった.しかし,ウニコナソール50pbm+ジ

ベレリン100ppm区ではプラスチングが多発した.このことから■易抽だい性品種の抽だ

い･開花調節は生長調節物質の利用によって可能であるが,散布時期･濃度については

さらに検討する必要のあることが明らかになった.

以上から毎年発表される新品種のロゼット性の程度を5,6j7月に播種(自然日長,温

度成り行き)により検定できること,グロースチャンバーを用いて周年検定することがで

きることを明らかにした.■一方,易抽だい性品種に対してはわい化剤ウニコナゾールとジ

ベレリンにより抽だい･開花を調節できる可能性を示した.

審 査 結 果 の 要 旨

トルコギキョウ(Eustom&BrTaD必罰brum(Raf.)Shinners)･が世界各国で切り
花として注目されてからほぼ20年になる.飛躍的に生産が伸びた最大の痩由は

Fl育種により多様な花色,花車が出現したことである.このため,それまで6～9
月の自然開花期に出荷されていたトルコギキョウも周年出荷が要求されるように

なった･10～5月に出荷するにはその生育習性から5～7月に播種する必要がある

が,この作型では幼苗のロゼット化が大きな問題となる.この対策として,夜冷
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育苗,冷房育苗,ロゼット苗の底温処理,種子の低温処理などの方法が開発され
たが,ロゼット性の品種間羞異が大きく,ロゼット性の検定方法の確立が強く望
まれている.

本論文はトルコギキョウのロゼット性の検定方法の確立と易抽だい性品種の生

長調歯物質による抽だい･開花調節の確立をめざして実施したものである.

本論文の公開学位論文発表会は平成15年1月30日(木)午後1時から静岡大

学農学部において実施された.終了後引き続き論文内容を中心に審査委貞会を

開催した.

提出された学位論文の主な審査結果は以下の通りである.

1)･甘ゼット性は,節･間伸長開始後,･.高所ロゼットを示す個体が見られたことから,

▼正革伸長株草■･(%)に1,伸長不良株･(高所ロゼット株)車にtO.5,ロゼット株率に
■q･を乗じて加えた値を評嘩抽だい率として求めた.5月播種の評価抽だい率をム6
月播瞳甲評価抽●だい率を.皿,▼7月播種の評価抽だい率をnとしI5月播種でもロゼ

∴.ツト化したロゼ･ツト化しやすい個体の割合を町5月播種ではロゼット化しなかっ
たが,--6月播種セはロゼッ･ト化した個体の割合を且6月播種ではロゼット化しな

やったが∴了-.自播種では･ロゼット化した停年の割合を汽7月■播種でもロゼットし
なかうた自ゼット化しに･くい個体の割合をgとした(杯と100-ムjきノ十皿,跨皿

て力,Z±月)..
さちに･,,'Ⅳに1,身に.2/3,･yに土伯,`.才に･0を乗じて,それぞれを加えた値をロ

ゼット轟数と'レて重みうけを行?た.すなわち,

･ロゼ少･卜指数二伸冥1+ズ×2/計yXlノ3←g火0〒100｢(1+皿+刀)′3
ロゼウニト指数政.0～1qOまでの値をとり,･ロゼット指数の値が大きいほど高温下

■一でロゼット化しやすい個体の割合が大きいこ･とに.なる.
一日ヤヅト性の品種分類はロゼット指数を用いてランク付けし,アルファベットで

裏革した.･･すなわち一;'･ロゼット指数が20束帯を皐,20▼以上40未満をB,40以上

6()~束帯を･･q,60･以上80.未満を.玖80以上をE■と･した.その結果,241品種はA:
王･7･,詠3与,C■‥･122,`一D:終,且:11に分類された.

幻.カラネ準華下で播種時期を変えセロ.ゼヅ∴■卜性.を検草し卑結果を基に,一口ゼット性
㊥畢認る-iさ;畠席を遽甲二･5ウ申異な争昼碇重度条件下(25/15.,27⊥･5/･17.･5,･aO/20,
声寧･:･占/皇2∴ふ▲声5ノ25●oc,:14●時間日長,■光強亀100〟mOlロ1･･2ニーS･1)で育苗し,ロゼツ

･卜陛甲声種分類を行ウキ.1その結果,ニー13点種めロゼセ.ト性は･ガラス温室(自然日長,感度成り.'行き)よ'り低かったが,グロースチャンバーでのロゼット指数とガラス温

室･(昏･然月長,･温度原■り行き)のロゼ=ヅト指数には高しヾ正の相関(r=0･856)が
…艶められた..

台)･'.･歌および冬の切.り･花栽培で株主に5,:寧,7即と播種するが低湿処理前や処理中に

漉だ↓､する轟種があ二■り,大きな由塵となづてし､る∴こ･のような易抽だい性品種に対

･してわい化剤り土コナゾ｣･ルを散布･し,･.幼苗の抽だいを抑制しておき,抽だいを希
撃すごる嘩卿こシーヰ･レ▲リンを敬称し七坤だいさせるこ七ができるかどうか検討した.
●をめ結果,供試した`■2一品種七.も中土コ･ナゾサル･50pp血散布によって幼苗は口早ツ

ニニト状琴を鯉持't/;･ジ乍･t/=リン散布･(GAs･事･POppm)･によって2週間以内に100%抽だ
小二･した.一方,･●低温処理によっても幼苗のロゼツ･トは打破されることが知られてい
るが,･ウニゴナゾ⊥ル処理で臼ゼット化した幼苗では低温処理の効果は認められな

かった∴r一方,ウニフナゾール印pp叩十ジベレリン100pp甲区ではブラステン

ダが多発･した..･ここのキとから■奉抽だい性畠痙の抽だい･.■開花は生長調節物質の
和知こ与って調節が可能であ各年■;.常布由顛･鹿最についてはさらに検討する
必要のあることが明らかになった.

.以上,本論文め臨文構鱒や内容に?りて零議した結果,衰査貞全員一致で本論叉が噂阜大学大学院連合鹿妻研究科の学位論文として価値がある_ものと認めた.
学位革文の基礎となる学術論文
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